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束アフリカにむける

農産物販売機構のアフリカ人化
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凡であ（｝，その経過とli'¥J題点，政府の政策決定合
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山ょうか民間会社を組織した場介は政府によっ℃
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主jL fニ綿花｛!Iii怖を：n会（LintCollon Price Commit 
lee）の定める師協決定｝J.r.＼.に従ってい十立されるこ

とに／（ '/'_0 f11］委員会；士会正年！）（）Jfif］上り ti.. ；~＊長紙1
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ぴ綿種子の価格を勧告する（1110）。 このような仕組

みで決定された価格は， 繰綿企業に非常に有利な

水準（二維持されることになった。 t~U/1＼企業刀込 i',J る

利潤は綿花（リント） 1袋につき24シリング（ 1シリ

ンゲl叫泊0円〕むとびそれに加えてi',!i't＼向上：！疋1,j!J金

（段高45シリングまで〉という額であった。繰綿の

歩留まり（リ Lトの実綿にけする比J町内計算はがI

年ier ,I）当該綿花lくの報；t；さ41,た作官iりの ＇！＇－ VJf痘

をとることになったが， これは平均以tの能率的

な品約工場はより大きレ手lj潤をあげ〉ること士意

味した（注11〕。事実多くの繰綿企業は 1袋当たり 100

シリ Lグ以上川和l潤を七l弊iこは符マいたことが溜

j告とれている l 。アフリカ入JQ,l,i］組合が1NJN，産

業に新規参入した際には以上のような機構の中に

組な込まれたcl）ご， ヨーロァパ人系あるいは γジ

ア人系の民間繰綿企業と同様に， 生産者の犠牲に

お司、－，~報酬と rlii庄のよう 1な i高面、水 if；ニ固定！！こ j る

ことい利益を』し、だすよ主になっ午 であバー

者利化した繰綿工場の更新はある程度実現し，

2Ti Jj〆）：ンド1二、IJ iまる｛｛買：／ Aこのた！のに投資され／こ

といわれ，綿花の品質も確かに向上した（il'.13)0

19:i'.! ij.(I）綿花出；t，立法，：r議会－：；N,i/1＼工Ji，！），，立痛

に閲する規制をもっと柔軟性のあるものにするよ

うにイモ業者側かC，の主張があったにもかかわt，ず

これをしりそiJ , , '.14），抗争i:j的なおIiiI：ー至るい完封；！の

仕様書を付記した。 したがってこの仕様に従わな

い1ぃ＇）：土工場 1,HiJ1の認l引 aぷりす二 ，，）＇.備をD.£Wiせ

ざるをえなかったともいえる。 しかしこのような

i費目ii9.£新は白山就争の 1,どではさi台q子なわれたと

考え九九特二、－~時世界， 1 ，場におけふ綿花f1lli協 j

非常に高かったことからみて， 設備投資は当然積

極的；二行な上れどであ乃ろと推測iさきる。 二nJ易

合は繰綿工場生産能力が綿花の主要生産地の北部

へのft劫を／X:11.::L て I也J'lil'r'.J ：~ I号制！ぷ－~·lしたと！＇：；え
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ら.hる。 結（！綿フ。ーノレ民付協定下にあってLl:，生産

の減少した地域にあっても工場を閉鎖しないでお

く（まうが得であることになり， 工場の地理的再編

成はほとんどなされず， 政府の33工場強制買上げ

閉鎖もわずかな効果しかもたらさなかず，た（註15〕。

政府が買上げ閉鎖のために支出した金額は， 1956

年6月初日までに64710560ポンドという大きなも

j) --C"' し，iぺ〉これいアフリり人開発基金（African

Deve!opment Fund）から引き出された日16）。 この

制改 1工場＇f-均27iポンれこ相当するが， 買い上

げられた工場の多くはすでに稼動を停止したもの

でんった三とを考えれば大き ！－：｛る出費であった

といえる。以上のような事実は， 1952年内改革か

繰綿産業のアフリカ人化を目標としたものである

とほャえ、むしろ既！戊νり繰綿食業の政治力1)＼強く，

これに有利に展開されたものということができよ

1＇ブリり人協同車ii企は 195コ＂＋＇ーから 62年までの10

年間に， 政府の強制買上げにより10繰綿工場を取

11} L, LI二！誌を自由iii土砂で買い取に 3工i誌を事！？設し

fこ（注17)0 この期間中にアフリカ人小農の協同組合

J主的はめさ士しくi正反L, 1951 {fには登録組合員

総数が3万7000人であ q たものが， 1961年には25

万：.moo人に増加した。 1961年の数のうち99%は生

産社販売協同組合品数であるじ 191沿／61年度ムに協同

組合は実綿（リント換算） 11万8060袋（ウガンダ総集荷

r,¥cJ,l2%）全集荷し，協同組合所有の操綿工場は7

万5594袋〔金生産最の20.4%）のリントを生産した

しかしこの繰綿生産量は 1951年の政府の当(1] 18) 
0 

f/J ））案よりは低いものであることに留立したい。

この10年間の成果を検討するために 1962年に繰

綿産業調査委員会がi出没され， さらに能率向上お

よびアフリカ人参加を推進するために勧告を行な

1,,-J委民会はγソリカ入ihi1l1i］組合の急速な発'' I J」。



展に繰綿プール買付制が適応できず， これがし、ま

や発展の阻害要因になりつつあることを指摘し

た。すなわち協同組合の実際の集荷監はプールに

よって組合所有工場に割り当てられる最をはるか

に越してし主い割当量を越した分の実綿をほかの

工場へ再配分すると L、う事態が起こりはじめたの

であったが、 1962年の調査委員会はアフリカ人協

同組合運動がすでに加速的に高まりつつある状況

のもとでは， 実綿の集荷を自由競争にゆだねたほ

うがアフリ力人化を推進することになり， また産

業全体の能率化にもつながることになると主張し

た。 しかし同委員会は価格の完全な，~~由化は主張

せず， 最低生産者価格を政府が設定することは必

要と考え， また競争を保存するようなんムかの措

置がとられることが望ましいと述べてし、るClt19l。

しかし政府は 62年の委員会勧古を受諾せず，あ

くまでも自由競争を排除する方針をとった。 ウガ

ンダ独立達I戎後の政府の綿産業に対する方針を説

明した SessionalPaper No. 5 of 196:lは次の上う

に述べている。すなわち，

「生産者は固定価格を支払われるのにたれζ さ

ており， また政府は綿産業の管理を続ける方針で

ある。したがって実綿買付けには固定価格を存続

させ，最低価格制の導入はとらない＿jCIL20) 0 

またこれまでは生産者価格が決定され公表され

るのは収穫期の直前であったが，播種期直前にそ

の収穫年度の最低保証価格が発表されるならわし

になっていた。 しかし政府の新方針はこの保証価

格播種前発表制を不必要として廃止することにし

た。繰綿プール貿付制度に関しては次のような過

去の方針を延長する意向が述べられた。

「プール制は産業の秩序を守るための管理機構

の一部として保持しなければならなし、。プール制

に関して反対の多かった諸点は 1962/63年度に適

用された方法により解消された。すなわち協同組

合はプール制の枠内におかれるが，以前に存在し

たプールの割当量による繰綿量の制限は撤廃さ

れ，この方法が今後も続けられる。 この方法によ

れば， 過去の実綿の集荷実績と滞貨なしに繰綿可

能な能力とをあわせて考慮したうえで，各綿花区

における協同組合所有の工場に対する配分率を定

めることになり， またこの協同組合の配分率は年

度ごとに増加される。J（位。

繰綿工場の政府による強制買上げと協同組合に

お！するその移転はもはや行なわれず，協同組合連

合会が工場所有者と直接交渉で今後は買い取るこ

とになった。協同組合連合会が工場を新たに建設

するのを許可されるのは， 適切な価格で工場を買

し、取ることができない場合か， これまで工場が全

然存在しなかった地域のみに限られることになっ

たω 工場の購入あるいは新設の資金として， 1959

年ーまでは政府のアフリカ人開発基金（AfricanDeve-

101、mentFund）より，その後は資本開発基金（Capital

Development Fund）より融資が行なわれた。以後

は政府J土綿花価格安定基金からもこのような融資

を行なうことを許可する方針を示した（止問。

EJ62年の綿花（改正〕法は協同組合所有の繰綿

工場に対する実綿密j当の権限を農務・協同組合省

長官に与え， 協同組合員による生産量の総生産量

に対する比率を協同組合の工場へ割り当てうるよ

うな立法措置を講じた。以上のような販売機構の

変化によって，協同組合所有の工場に割り当てら

れた比率の推移をみたものが第1表である。第2

表はウガンダ綿花生産量の推移を示す。

かくてウガンダ政府による協同組合連合会（Co-

operative Unions）所有の繰綿工場保護政策は，協

同組合の成長によって緩和されることなく，最近

ますます徹底してきている。 1966年の綿花調査委

6ラ
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Acholi West 
Acholi East 
Lango 
Usuku 

Teso 
片山utliTeso 
（円い日：cgated

Area) 
¥!I川 It,
¥Vr.ヘt:¥ile 

flu刈，ga
¥!en日イ）
Masaka 
五;fubende
1、oro
Bunyoro 50 78 

全ウガンダ I :.2K I 50 i 日 d.

1 ,'t'iT'li .i Uganda, I Jept. of Agricu ltmc¥ . lnnual 

/{,j,01 t (1963), p. 6. l＇山口 1d，し Uc／附 rtof the 

（川mnitteど of/nqui1‘γI  nlo th,・ （しIlon 1 ndu卜

Ir, 1966, p. 25, p. 55 
(,U キ 1袋は400益法；c> i【ハリニ｜

71) 
iけ｛）

内｝

10 
100 
60 

62.8 
21.8 

81.3 
,17.6 
,l. 4 
12.5 
6.7 
11. :l 100 

:179.1 

第2表 ウガン守綿花（リント）生産出

刊行、＇r:・ 1000袋）キ

綿 :ie 今二 ri:r 綿花リント生活J三＃（

1952/53 ,120. l 
53/54 :197 .8 
54/55 うけ＇l.9 
55/56 :1,;.1.7 

56/57 ::72.4 
57/58 ::.・,1 .0 
58/59 1111.0 
59/60 :H,1).6 

ぷ0/61 ;l'/1 :1 
61/62 I8l.2 
h2／“：1 :lfi8.5 
ぃ；-l/64 379 .4 
64/65 4:,7 .6 

（出所） Uganda, Lint Marl《etingBoard, .¥1111ual 
Repοp・t.、（1957, 1964, 1965) 

• ; i. ;, * 1袋は400重量「、，・ト｛

:':ii 1,ii't'-Jなt'11J1競争を認めることをど勧；守した（ι±Z:1〕。

Ii~！委 ti会報告書はこのほかにも協1,i］組M去に従っ

て税対されたものではなし、， ャわゆる任意組合の

形に変化した多くの民間繰綿工場（多くは以前のア

ジγ入所有のもの）を協同組合と同様に髄過すると

か， リント・マーケッティング・ボードの経費節

約， この時点で価格補助基金（Price Assistance 

Fund）βイ；1，沿し価格を補助することはもはやでき

心、／こめ‘ 世界市場栖格に従7 てそJとtit背ftll1格を決

定Jζ〉ことw；を勧告した。これじみiし政府は同委
比去の自由競争を部分的に再開する案を必めず，

かえって 1967/68年度よりすべての実綿は協同組

合j好有の工場で繰綿さるべきことを発表した。政

府はまた任意組合は認めず，協同組合法に基づい

L示Ll織された組合のみ実綿（！）',if!］当こ企受けると説

IりJし円、；：.， (1121)0 この措置によ， C lt問機綿企業

いうとiて仁川似jを停止せぎるをえ江くなるが， これ

に（fi.る十rHff'iが行なわれるのかどうかは不明であ

るι

2. コーヒー

ウガンダのコーヒー販売機構も，綿花と問じく

こi川！初切に大きな改革が行なわれたの 19S:l {I：のコ

-I：ー陀＇1{U};(The Coffee Indu日try( lrdinance) fこ

k パー τ ーヒー産業ボード u~にコーヒー・マーケ

ノ片 fング・オ、ードと改名）が設＿，［され，第三次大戦

中に設置されたコーヒー・コントロール（Coffee

じontrol）および非原住民コーヒー・ 7ーケッティ

ング・ボード（Non-nativeCoffee Marketing Board) 

の機能を受け継いだ。すなわちボードはウガンダ

にJSv、亡生産された全コーヒーのは付・版’ノヒある

日会Jしこのような過保躍が1ttJ,,J組什内部の非能 ぃ；t輸出山許可を与えること，ボードによって加

ヂヤ！店敗をまねき， 生産ri-11.q・刀イ安,i；を受けてい

るとして， 各綿花区に対する協同組合実綿貫付割

当量を基準としそれより上限下限10%の範聞で

66 

仁0如こり人われる国定価格を総督に勧告するこ

と等が定められた（注25〕。

コーヒーの分野においても， その販売加工過程
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の7 ア，，1カ人参）Jllを推進 iる必要が政府内 C痛感

されていた。 1953年のコーヒー産業法は剥皮加工

選}Jlj仁場の新！設を農務／＂Jh1こよる；；＇f11f事項！し

またアフリカ入所有の加工選別工場を 6工場新設

す乙ことを定治たにl こに川l上場は〆プリカ人lh£e1, ,] 

組台，アフリカ人個人， あるし、はアブリカ入金多

数とする会社によって運営さるべきことが述べら

れごL心。こ、＇＇） J【，＇.＇

アブリカ人の参加を 1姦同組合方式古と通じるものの

み仁IIH，てU、／小ぜ、が；， 二j1. tまウカ、ンケ．コ一［一一

の主産t也であるブガンダ地方で，個人あるいは会

社組織で工場を投立しろるアフリカ人民間資本が

存在していた二とを裏記念十るも Jvく、あろう υ

新設6工場のうち， 4工場はメンゴ郁（:Viengo 

Distri川：に， 2TH}jはマ！トか！？官（M山 tlc.,Distr 川、に

設置されることにな•）たが，これは 1952年 7 Jj 1:l 

llk'i'＼＇肢に発火 .~hた政府 IJ；（案で氏 fれられfこ L しつ

で， ｛）：のようなー令情に基；くものご，；，， ）た。 ''f I守

ウガンダには， ヨ一口ソパ人あるいはアジア人戸庁

有ぴI I二ステー卜？：付属 fるネlj皮加］）；＼］，以外；二it, 

六つの剥皮加工選局IJ工場（CuringWorkぉ）と七つ

の~ii 皮切｜工場 f J lu!leries: ，うミあった】 Ii )JI]工控＼;IJT

場のうち 2工場はイギリス糸貿易商社の A.日au圃

mann & Co., Ltd. v）所有、 2工場はアジア人系

貿易J;'fjt-f：の l1rnalRamjiぷ： Co.,Ltd.の所札

1工場はアジア人砂糖企業の Mehta財閥の所有，

ほか1f) 1工場1，「 ：）T人；系c')所有企 べって才j;; ' 

それぞれ経済的に強固な地位を占めていた。 これ

に上じごこ後者7't外皮加｜工士号はすべでアジア人の

小介業1行有のt＇）） で， L /, Aもカll工ゴ） .1一七一日！；：

を前記の6工場のいずれかへ選別のためにj獲さね

ばh:, l~ v、と定ふへられて、、f三。 しt:／｝＇って：：.,11,・, 

加工場は 6工場の競争相手として成長することを

抑骨J・" ;/ ，.てい／二cl）である 政府が 19店年に提案し

たところ心よれば， G !JO工選別工場に年l万8000

トンのクリーン・コーヒー， 7加工場に年2345ト

ン山クリーン・コーヒーを割当量として詐1,fする

というものであった。当時コーヒ一生産鑑は急速

に明大しており， ヱステート以外の生産者による

年生産最（口ブスタ種〕は 2万7000トン程度と推定

さ;h,たコしたがって車1"16700トンのコーヒーをアフ

リjJ入所釘の工場にただちに割り当てることがで

きるが， 1工場当たり最低年1000トンのコーヒー

をiJ¥l工すら経済的必要’院から， G工場を設立する

ことができると計算されたのであった位制。

195:l年のコーヒー産業法案の立法審議会におけ

ふ脊議過校ごは， 工ぬゴとに加工の割汚：屋；を決め

るべきかどうかについて議論が分かれた。同法案

全ト5t,Hした臨i寺委員会；：し コーヒー買付けの完全

な競争制も，法による割当管理制もとらf，けっ

竺iく7!f］戊JJU工場のみに割、I時ljを適用してほか

川加工選別i：場には目付量の制限を課さなし、方針

をとった Ut27〕。このことは既存の加工選別工場が

L、かに強w、政治力を持人， アフリカ人の参加を認

める際に自らは損害を受けずにいかにアジア人小

川悦企業を犠牲としζ 改革を遂行することに成功

したかを明白に表わしてし、ると忠われる。新設さ

れたアフリカ人所有の6加工選別工場のうち 4工

Jitは協同組什連合会所有， 2工場は会社所有の形

態をとった。

これら cill：場で力II工選別されるコーヒーはすべ

てコーヒー産業ボードに格付け，等級ごとに定め

ムれた固定価格によ円て売られることが規定され

たが，剥1)l1Jil工前の皮， ）きコーヒー（KiいいとWj<

ばれる）の生産者価格は政府によって最低価格が

；ためられる I ＇ げとな／》た。こ (I) ｝，＇~＇土綿花の場合と

非常に異なっており， コーヒーの場合は加工選別

工場開のf:'Htけ競争が生産者価格を最低価格以上

67 
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〈、このj易f¥'itボードが委託販売することになる。

二山上う hンスチム｛土ゴーヒ一価終補助基金Lハ配

分全非常に海維なものとさせた I すなわ為政府l士、
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！二一l-!-:_;Ji'i：斉によ J て慎み、主てらjしたものであるか

ぶードを通すことを選択し ζ もよL Cも上 L、か、』二押し［：げ／~ fJとなることが寸二時lされ C＇.、／と o '~\ 

'i'.1f t11i (l111y-L口j!i守宅青自身ふ叫奈 Ltニ際vニt,『
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;',' :__ if '.-I J Jょ：） ;! L ；＇二ハ

九う l.＇，＼二z ーじ一山Wえ t~機構！） 込｛，[j',ft,clij坂，J己賎民

ーの）ほ ｛； 1＇：生産f~

JIア←ノ 11-!1人所作

ゴーヒど大きく j主1とこんは町

ボードにltbz売することをやめたアフリカ人ヱ

1千ート生産音にも還忌されるべきどとの立見を

交け、、jLたのであ－J ／：こ 195Y 'I＇・に rなずJて次のよう

二八分はii 山 ）~！

カゐ l、） ｝；永1.Li; f〕－，！＇ 1)• ・:: :tふるカ“

（＇）仁ス子ー卜；二上， 3生産力Aあり電

.，己i.>• /Fされ lごきたことであるリ EG1＇ドハコーとー
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II ケ＞ if三ア（ヤンーゲ ーり）

l. 線花

二こに披ら川士 ly(i,1年にタンガニーカとザンシ

ハヰ/i通｛；－Ji；し ζ タンザニアとえる以前JハWH日］か大

:'!l；分ーであり、 庁ンジパルでは綿花・コーヒー共に

y主，＇i＇，しない（りで， 年ン力、ニープlJ:iliJt必＇）J非をとりし

げる二とになる。

ケン /J二ーカにおL、てt吟農産物販売機構のア

ブ ti ／；人化；土、政治 J ）強力~£政策によ， p て急速（，：＿

.:1.UJ毛i-iごか， 二i1 1、ウむンゲとi心Iじく ltfil"1K1l{,' r」

fit＇.濯をりえること iこよー， Ci'.!tJiX:jj, たっ ケJ り二

--）］ によ山、てはヴゲンゲ以上i：、 liHJJかじ徹底L

~c Iお1，峠H(ti二01み独占的に阪，J己）JIIiて権を与えてき
た壬 I；•〆 y －：十上 L、ーであろう。 ゲンゲー二一力にむし、

仁itlhhl,1Jt11t;--運動が常に政治的な；立味合し、をfir-

( ：~＇：ニゴ）てあり‘特ごに l9SO年代の協同組｛了運動の

{:)'j"¥J;；土、 19f-ilifu’）~虫立を勝九取，＇た政党， タンガ

ーか・アアリカ由民連｛；－ (TANγ）の基盤を形

1＆.し、協同組（t運動のJや尋常た九カ‘そのま？とTA-

Nl’j)指導層を構戒したのであ）tこ（汁 l〕。独立達

1&: f乏t〕司 W,l"J純｛＇？ を政治的・経済的な教育のi坊と

lて、 特に大統領の提唱する lJjamaa＝アフリブJ

村一会主ぷを具現化する支柱として、 政府がこれを

rj立）}J iこ育成しぐさたのである。そのために協同級

（，プ〉組織化は非常に進み， 19fill,F-にはタンヴ二一

りの i三，1~；）／ I ＼制のがj i分のしずなjパ， l:IOOJJポン

ドを j也j紛が lti,I川紹介を）fiL て版，之さ~l t:，士でに
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なった（注2）。さらに 1961年には登録された協同組

合数は刊行7であったものが噌 1966年 4片仮には，

1533にi門川 Lfこ。第41＜；上勺ンガヱーヵ；：J；ける

協同組合発肢の推移をみたものである。 このよう

な急速な発展の実にはなんらかの幣古も発生して

いたので七、ふ代， これ i）幣手？について；t、パ｝に筒

単にふ＊＇c'.，二どとした

第4袋 ダンガニーカにおける協同組介の発股

｜ ！ 、1：－，，ぷおよ
年次｜店主州同｜全 mf「州出資本主～べi)il金
i紅1「「数 Itl 数 （ポン iご） i",/> l ~- ） 

附！ 79 I川 45 I 78 019 幻“川

1957 I 474 ! :io4,7品9 201,:no 1’961,270 

19開ら-lfi I :n8. 'Hli) 228’250 ゴ‘どi,1,562

1959 

1960 

1117 '324処斗付1 248,662 '.'.. ぶ17,fil5 

691 I :l26,211 249,195 :l,019‘811 

（出所） T:inganyika C＜＞ 作 pげ ative lkvel,qmwnt 

Dept.、Ti,,・ Co-opera/11•,· ,Hm•emeut ir, F,u，月z
nyil:,r l'ltd), p. 18. 

タンガニーカにおいて綿花生産は 1950年代中ご

ろより1川 I)：「代中ごろにかけて非常に：竺速江増大

をみせたか、 二の時期i-t t, tうどヴィヴトリア協

同組合総連合会（VictoriaFederation ofじo.. operat川、

Unions: VFCUと略す）の拡大の時期にあてはまるじ

1952年こん上リレーク川 1La凶針。vinc,0 地域に

おいて， 支出を集荷販；／ciる協同組合を泌総tする
運動が始まり，その組合数は急速に増加した。 1954

年にはすでに 64の協同組合が登録しており，リン

ト・アL ド・ンード・ Jーケ ifティンゲ.;j;'ー iご

(Lint an《l::,ee.J Marl日tingBoard）から両必占企：;l:,けて

52カ所に協同組合所有の綿花寅付倉庫を建設した

（注引。 l!J日午7月にこ li.I°，・，.弘同組合i上’，.i;-;iして

VFCUをfj1Jn1し，翌年 l(a山 mwaにi，｛ 仰のアフ

リカ入所有の繰綿工場を新設した。

タンガニーカの綿花販売協同組合の発展の主要
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な推進役となったのは，リント・アンド・シード・

7 ーケッテインゲ・ボード 0ス下ボー iごと略す）で

お市／三。ボードftl 'l:-i2/53年度末：ニ：mo万ポシドに

した価絡補助基金（PriceAssistance Fund）を，

立法審議会の許可を得れば， 自らの裁量で価格補

ll!Jf）、斗の用途＼使用する権限を有Lていた (II:4 ¥, 

,・, /J ングではこ CJ，，，＇川副格補助法余合大蔵省語、 ~·1'fl!' 

してし、たため，ボード自身がそのような転用を筒

ljl：つt行ないえti:かった。

マンガ二一心の；.］；ー iごは柏村巨的にこの基金を、

協同組台連合会あるし、は単協に対する低利の融資

財源として利用した。なかでも協同組合運動にと

p ごたさな助（？と／，：ったのは， 新l己tの綿花販売協

f,,J Hl ii'連｛'i'会あゐャ；土単協に年利4%でIOifj忌Ji

の融資を， 買入倉庫建設その他商活動を開始する

に必婆な資金にあてるために与えたことであっ

二の種類の融むは貸付先山和l｛干の資産を担保

とし？なされ， 先IL(・:i'の買u、千iけよごた綿のストゾヴ

は担保としなかった。ボードの年次報告書によれ

ば、三のような間売はあまりよし、阿保の形をなし

イいなかったが， 'Ji綿のストノケを担保iことふこ

とは，組合が銀行から農産物買付資金融資（Crop

Finance）をうる手段を失うことになるのでこれを

ぬ棄したのであ Jfこ喧5）。このほ品、にボードは特

別！,:J号合に短期山融資も行なす pfこか、 これ社主と

して単協の綿花買付倉庫の拡張，袋や殺虫剤の購

入，農家への融資の実験計画等に使用された（訟6）。

特にl将製の綿花子さのストックを， 生産が急速にH'I

大一一九、るとさに多量準備すること等iこ非常に役

立什たものと思われる。

融資のうちの一大きなものは、 VFC、Uが繰綿工場

を恥：交するた：／）に貸し出された長期i融資であ p

た。 1955年と57年に 2回20年返済の融資が与えら

れたが，これは 5万削（）（）ポンドが Kasamwa繰綿
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:Ji<；口付 1:>I ］〈｝ 17件
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ハ日•liii n. d TL d :lt,'l 

( /¥1,1,i) Tanganyika, J)ept. of 八日riculturc、,111 

11u11! f<,,J,or t丸 Lintand Seed '.'vladwting B，出I《！，

N，ゾ附F・t ,111d /l, u,1111/s ( lリh（）～［《川町
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<I IJ人協f;i]ML｛干の純綿JJIIJ：分日！？〆＂J）新規参入に際
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となった｜ベ域でも BNCUのqi.協がその第 l次頁

付に従事した場合が多かった。 BNClJU）集荷量が

増え，代理業者の契約期限 (1954年10月；3111 ）の上l

が近づいてきたときに， ボードは販完のすべての

権限を BNCUに委譲する方針を打ち／Hした；（IEil_. 

この方針は決定をみ， 1955年にボードlt廃止さil

BNCUはその後法的販完独占権を全ヅコパ地域に

おいて得た。

しかしこの改革後 BNCUの運営に不満な－部

のコーヒ一生産者が日I］の組織を造乃うとした事件

が起こったc 1958年にかれらは Plan1ersUnion 

Ltd.とし、う名前のコーヒー販売加工組織を，会主i

法に基づいた有限責任の会社として登録すること

を申請した。レーケJ十｜付き農務局長補（A明日tant

Director。lA日ricu可ture）はこの件につνて農務 J,;j
長に書簡を送り， ブコパ地域のア 7 リり人生産コ

ーヒーに関して買付独占を奨励するか， あるいは

買付競争を奨励するのか司政府の意向をただして

いる（ハ 20）。この時期にはブコパの政府関係背，民

間人の双方に，競争は能率向上につながると汚え

る者と混乱におちいるだけに終わるとちえる者と

の大きな意見の対立があったように思われる。 4t

に当時 BNCUのコーヒー剥皮加工選別工場は搬

入されるコーヒーの全最をさばききれず， その一

方では以前にアジア人によって経営されており，

販売機構改革に基づいて閉鎖された加工選別工場

が存在していたこと， ブコパ・コーヒーの多く内通

買付価格の高いウガンダへ密輸されていた菩実か

あったこと等が，競争を主張する人たらの有力な

根拠となっていた。しかし PlantersCnion Ltd. 

はけっきょく登録を拒否され， BNCUは独占的地

位を保持することになった。

つぎに Ilをタンカ守ニーカ東北部へ移してみよ

う。タンガヱーカにおL、て， すべての討さア 7 IJ -/J 

人コーヒ一生産者はタンガ、ニーカ・コーヒ一生産

；音協会（TanganyikaCoffee Growers' Assoc凶問1・
TCC;Aと略す）に加入しており， TCGAはKNCU

lと;JI：.にモシに余1］皮加工選別工場を経営するTanga-

nyik日Co仔巳eCurin只Co.,Ltd.という名の会社を、

資本比率 l対 l(}) ・,1;1Jで所有している。 1950年代に

i u、って，キリマンジャロ山麓以外の地域でもア

プリカ人によるアヲビカ・コーヒ一生産が始まり，

その主要な産地として北部川｜メル山付近， 南部州

のRungweおよびMatengo付近で特に進展したJ

1952年にこれら KNCU組合員以外のアフリカ入

手主産者は‘そのコーヒー販売組織として， 政府の

（、0・operativeDevelopment Dept.の指導のもとに

ヲンガニーカ協同組合代理販売協会（’ran同町ika

Co-operative Trading A巨ency：’！＇ACTAと略す）を

設立した(/t21）。 これによって現在ではアウリカ人

生産のコーヒーは，その生産地域によってKNCU,

TACTA，あるいは BCUCl日名 BNCU）のし、ず

れかの協同組合連合会組織を通して販売されると

いう体制が確立している。タンガニーカもウガン

グと同じく， 1961年に国際コーヒー協定およびア

フリカ・コーヒ一生産国機構に加入した。 このた

めに課せられる国際的な義務を遂行し，輸出割当

最以上のコーヒー余剰を管理する必要から， 1961 

年のコーヒー法によってコーヒー・ボードが設立

された。現在では，各協同組合連合会はコーヒー

．ボードの許可なしには輸出販売を行なってはな

らず， 同ボードは自ら設定した最低輸出価格以下

の販売を禁ずることもできる。

〔i:1:l〕 たとえば P.Romani, C. G. Kahama, Nsi-

lo Swai ら。

( ii: 2) Tanganyika Co-operative Development 

Dept., The Cο－oj,eratin, lv!nv円nentin Tangany1・ka

(19fil), p. 18. 

C /J: 3 ）’fan只anyika, i¥mwal R，アοrt of the 
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Ⅲ　ケニア
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ニア政府はアフリカ人の要望をできるだけ受け入

れねばなら九に伝った。 llれi年に政府l二上って発

火された， γ フリカ人小W＇.！：；こけする商品作物導入

計画，いわゆるスウィナートン計問（Swynnerton

Plan）がアフリカ人の要望に対する政府の答の一

つであった山ごわり， こ（／）＂I今j1l1iの中で特i~ ,J、lltに

けするコーニ一生産の導ノ＼，／，込豆要な位置を ,I；：れて

し、fこWlO〕。

同計囲内 iiとに政府によ、ど管理さむずとごJ』ヒ

ーのアフリり人，J、農への惇人は急速に註IJJlI-f：こ。

1953/54年度にケニfにおけるアフリカ人コーに

一生産量は 300トン程度にすぎなかったものが，

lリ60/61年I({f二日7900ト＞， 196:l/64年！むこ（土！万

円：100トン仁J主二、 多数の示「茂樹が成樹と ！，：り J Yつ

ある現状では， まだこの生産量の増大は続くと思

われる。第71をはア7 リカ人生産と非アフリカ人

主産のコーヒ－：止を対比し二ごの推移を乃花 i,の

である。ム／：..しケニアの〆ブリカ人に上る？ーヒ

一生産が始まった時期は， ちょうど世界的なコー

仁一生産泊il]/J：反面化して、 間際コーヒー協定に

仁る輸出制限.＇） わ向がnr,/ljされてくる時期と重
なることになり， ケニアのアブリカ人にとっては

まことに不遣であったといわなければならなk～
ケニアは lリ出〔｜二まで国際 Tーヒー協定仁川山せ

したかっ：二の年までは輸出割当てを・・：］：けな

かったのであるが，政府は自主的に生産制限をす

る方針をとり， 63年にコーヒー樹の新規植付け許

ドJを停止した l i）。このため禁止直前仁ゴ← i二一

第7表 ケニアにおけるコーヒ一生産量（クリーン・

コーとー）の推移 ( Jjtj吹： 1000ト＞）

1ー 年度 I;7＇｝力会｜支アフ 1）力会

1954/55 n. d岨 n. d. 12.3 
55j56 0.8 23.1 23.9 
月657 1.S 17.0 18.5 
S7/58 18.5 20.8 
日パ／59 :1 r; Elfi 23.2 

;,<)16() 4 Ii 18.8 23.4 “0/61 7.9 25.2 :1:1 .1 
日1/62 8.1 19.,l 27.4 
62/6:l 9.4 26.4 35.8 
fi:J/64 15.3 28.2 43.5 

li.l/fi5 1'1. 1 2:1.,1 :-is討
h:,166 2'1.7 2c,.b 51.:, 
｛バi67 三，l:', 2.1.0 48.8 

C，出E庁） Kenya, Statistical ,1bstr，山 ts( 1956/57, 
1%7) 
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この禁止措置がなけオL（工 γフリカ人によるコ一ヒ ／〈ψ01周t’Vol.1 (19“6), p. 2 4. 
一生産はーと万七之進展を続けたものと慰jれる。 符J!I1を：通じて生i主主：統制するといろ形態がとられ

生産のrfri引バp主に， ケ二 F勺j、農コ一七－,n！），；合 たど L、フてもよいであろう。 Jーなわ九アフリか人

販売加工の面でも最初から政府による厳藍な管理 にたJするコーヒー栽培許可は協同組合単位に与え

が行なわれてきた。むしろこの場合は販売却！工の られ，個人に対しては与えられなかった UJ12)。コ
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のイで「ラヒ、力・コーヒーを同工場で｝JIIL選別する

こと，政府の設立した独占叛売権全持つケニア・

」［：」を栽培したい者じこうしーに品川組合に強制

1 ーに一. ？ーケッテイングー，i：ードがそのコー

全量をナイロピの取引所

生産の聞で種々のサービ

ヒーの格付けを行ない，

でせり売りに付すこと，

L ！二カk ' ＇こアフリカ A

）生！立ijるコーヒーはわ、ーこそ，／）},'I', j.る協同組合

td通じて販売加工されることにな q たのである。

郡ごとに編成されたコーヒー協同組合連合会が

その傘下の単協のコ←ヒー販売却！工の責任を持つ

:'i(J i二）Jll人を余儀なくさ上、

す

ニ

で

フ

が

ケ

す

ア

スを行なし、， ;J::た栽培許可の権限を持つコーヒー・

ボードに令：生産者の代表を参加させること，連合会を通じて単協に湿式恭1］皮加工ことになり，

L ／；ニカ込，yて、

）’（’j I一仁一産業におけるアブ ＇） f；人｛じは，

に強！なに J べられた組織をその土支にして，

にこびlI時期ζ り始められた。J二竹 llふ第 1次孝I］皮工f'tl:. pulpinι） c'）三めの施設建

この上う i二）；多くのi協"z白金IJ，融資されたG

リ）J人の参加をこれに力llえるとし寸形態をとるこ

とになったのであった。

ケニアのアラビカ・コーヒーは尚i¥'/1質であり，

したがってせり売りの際品質の格付けによって大

し、

まだ力u工場を持たなL、単協もある。第8衣は 1966

年におけるアフリカ人生産のアラビ力・コーヒー

v主主ljl主力！］工場を一つ以上向＇）工うに 1¥.，たが，

加工場数等をお1HJリにみたも協同組合数，

同格の全コーヒーはその売苛／（和Iii名：i:'::1i；生じる。

のである。同友の示すようにこの時点で約三5万人

c') 'Jc二，ii＇二斤が 151の単協のi’tL{t-l t と

し）'ti¥ j支りII工場を所有して t、た

》 C;f.5り，：＼60

その額を版，，＇du:で：1;11 ' fこ平均

1it'U:. I¥.I司、uによる支払価格となって作i子協ト：支払

i：者（i;~ / - ＇し .~ ;J1, 

:t t二::1; 9 ｝；ぃtfM句泊IHこ協同組

コーにー［創刊凶if；、の全体にお

~! j T、＞＇了に達した。

仕数午みたもので， f I 1）カ人生産者はコーヒーを単協に搬A ,A, ~:, o 

入したときに第1日支払いを受け，のちに第2[i], ける比重の高さをど示したものである。

そのコーヒーと同格第；i！日と追加l支払レにより，
ケニ4アにおける作物日lj協同組台数(El同年）

物｜

第P薮

f1, 
のごZーピーがその年に得た平均価格全額が支払わ

（出所） Kenya, Dept. of Agriculture, Jlnnual 

I<φοrt, ＼’ol. 1 (1り6“）， p. 93. 

liill菜、り方式はタンザ、ニ？の寸ーヒーの場合/1 ’J ., 

lll.協数

国定生産古fdli格fHi]{iとるウガJニf, /;, C （）.、とる泊二，

実際

にit 1r二戸あるいはタンザ、ニアのコーヒ一生産者

はi引協によって異なる賦課金を所属単協に差し引

かれるのであるが，その賦課金は防除費，加工費，

運搬費等与えられたサービスに対して支払われる

/ 'I. Iー！こーの場合と非常に異なってL、ゐ

連fr会数

ヒ 一
花
菊
物
菜
糖

虫

物，型f

ケニアのコーヒー産業はこれまでヨ一口、ソパ人

単協が借り入れた融資金の返済にもののほかに，第ヨ次大戦中およびlj三Nl斤を主体として発展し、

戦後，；ノ一括買付け制適用期間中に、 現在この返済をどの程

i!Lli!J、に行なうかは単協の決定i二主かされどし、る

ふご l、Jわらものが大きい。11，.産者・協同組

；＇；－－：二土る販売加工組織のネオ♀が達成された (ltl3)0 

山本的にはケニア・プラ／心－W1!,,J組合連合会

(Kenya Planter Co-operative Union: KPCl Tと略す）

Ht炉Hll・；；－が独占寅付権をf':f・, C ＼、るため，生

産者の負担において速かにこれを返済しようとす

また政府もこれを奨

79 

る傾向が願者にみられ位14),ァニケがナイロピに象I］皮加工選別工場を取得し，
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